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とらねこ天文台が贈る

初心者向け 天体観察ガイド
～ 宇宙を見上げてみれば、きっと世界が変わる ～

はじめに：ようこそ、とらねこ天文台へ

夜空を見上げたことはありますか？  「望遠鏡は高額だから」「都会では光害で星が見えないか

ら」そんな思い込みで、天文観測を諦めていませんか。

とらねこ天文台は、初心者の方にもわかりやすく天体観測の魅力をお届けすることをコンセプ

トとしています。難しい学術研究ではなく、純粋に自然の雄大さを楽しむこと。さまざまな機材

で撮影した天体写真とともに、夜空の歩き方、機材の扱い方、そして四季折々の星空の楽しみ

方をご紹介します。
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このガイドブックでは、とらねこ天文台に掲載されている数々の記事から、これから天体観察

を始める方に向けて最も重要な基礎知識を厳選してまとめました。さあ、一緒に星空を楽しみ

ましょう。

第1章 天体観測の基本知識と環境づくり

天体観測に適した季節とは？

天体観測を始めようと思った時、いつ観測するのが一番綺麗に見えるのかは気になるところで

す。結論から言うと、大気の揺らぎが少ない季節を選択する場合、天体観測に適した季節は主に

「秋」と「冬」ということになります。その理由は以下の2点にあります。

晴天率が高い：雨や曇りの日が少なく、星空を眺められるチャンスが増えます。

大気が安定している：風が穏やかで、大気の揺らぎ（シーイング）が少ないため、望遠鏡で

高倍率をかけても星がブレにくくなります。

ただし、実際の観測環境を振り返ると、秋（9月中旬～10月末）は「秋雨前線」や「台風」の影

響を受けやすく、すっきりと晴れる日は意外と少ないのが現状です。とらねこ天文台の観測記録

でも、この期間に撮影できた日はほんの数日しかありませんでした。したがって、実質的に晴天

の日に恵まれやすく、観測に最適なシーズンは11月以降の冬の入り口からと言えるでしょう。

もちろん、春や夏には「天の川」など、その季節にしか楽しめない素晴らしい天体があります。

年間を通してそれぞれの季節の「旬」を味わうのが、真の天体観測の醍醐味です。

「シーイング」と「透明度」の違い

天体観測のコンディションを測る上で、「シーイング（Seeing）」と「透明度」という２つの

重要な言葉があります。これらを理解することで、その日に適した観測対象を選ぶことができま

す。

シーイングとは、地球を覆う大気の揺らぎ具合のことです。大気が乱れていると、星は激しく瞬

き、望遠鏡で見るとピントが合わずにぼやけて見えます。シーイングが良い（揺らぎが少ない）

日は、惑星の表面の模様や月のクレーターなどの高倍率観測に適しています。

• 

• 
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一方、透明度とは、空気の澄み具合（チリや水蒸気の少なさ）を指します。雨上がりや冬の冷

え込んだ夜は透明度が高く、淡い星雲や星団、銀河（メシエ天体など）の観測に最適です。

光害（ひかりがい）とその影響下での観察

都市部の明るい街灯やネオンサインなどの人工光が夜空を明るく照らしてしまう現象を

「光害」と呼びます。光害が強い場所では、淡い星雲や銀河を見ることは困難です。しか

し、諦める必要はありません。光害の影響下でも、月、木星や土星などの明るい惑星、そ

して二重星は十分に楽しむことができます。都市部にお住まいの方は、まずはこれらの明

るい天体から観測をスタートするのがおすすめです。

第2章 星空の歩き方（眼視入門）

スターホッピングの練習：北斗七星から北極星を探す

天体望遠鏡で目的の天体を導入するためには、まず基準となる星を見つける技術が必要です。こ

れを「スターホッピング（星渡り）」と呼びます。

初心者が最初にマスターすべきスターホッピングは、「北斗七星から北極星（ポラリス）を探

す方法」です。春から夏にかけて北の空高くに輝く北斗七星の、ひしゃくの水をすくう部分にあ

たる2つの星（メラクとドゥーベ）を結び、その間隔を約5倍延ばした先に、北極星が見つかり

ます。北極星を見つけることができれば、そこが「真北」となり、赤道儀式の望遠鏡を設置する

際（極軸合わせ）の基準として非常に役立ちます。

【入門編】適正倍率とは？

望遠鏡を購入したばかりの初心者が陥りやすい罠が、「倍率が高ければ高いほど良く見える」

という誤解です。実は、天体望遠鏡には口径（レンズや鏡の大きさ）に応じた「適正倍率」と

「最高有効倍率」が存在します。
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一般的に、望遠鏡の最高有効倍率は「対物レンズの有効径（mm）の約2倍」と言われていま

す。例えば、口径80mmの望遠鏡であれば、約160倍が限界です。これ以上の倍率（過剰倍率）

にしても、像が暗く、ぼやけるだけで、かえって見えにくくなってしまいます。

観測対象に合わせた適正倍率の目安は以下の通りです：

低倍率（20倍～50倍）：月全体、プレアデス星団（すばる）などの大型の散開星団、天の川

の散策。

中倍率（50倍～100倍）：月のクレーター、中型の星雲・星団。

高倍率（100倍～200倍）：木星の縞模様、土星の環、火星の極冠などの惑星観測。

機材の湿気・カビ対策

天体観測は夜間に行うため、気温の低下に伴い機材に「夜露（よつゆ）」が付着します。これ

をそのまま放置すると、レンズや反射鏡にカビが発生する原因となり、高価な機材が台無しに

なってしまいます。

観測中は、レンズヒーター等を使用して夜露の付着を防ぐことが重要です。そして観測を終えて

屋内に機材を持ち込んだ後は、すぐにキャップを閉めず、風通しの良い場所でしっかりと乾燥

させることが必須です。保管時は、ドライボックスや防湿庫に乾燥剤とともに入れておくのがベ

ストです。

第3章 四季のメシエ天体巡り

メシエ天体とは、18世紀のフランスの天文学者シャルル・メシエが作成した、星雲・星団・銀

河のカタログに掲載されている110個の天体のことです。初心者にとって、メシエ天体は格好の

観測・撮影ターゲットとなります。ここでは、季節ごとに楽しめる代表的なメシエ天体をご紹介

します。

• 

• 

• 
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春：銀河の季節

春の夜空は、宇宙の奥深くを見通せる「銀河の季節」です。代表的なのは、おおぐま座のM81・

M82や、りょうけん座の子持ち銀河（M51）、そしておとめ座銀河団などの遠く離れた系外銀河

です。銀河の多くは非常に淡いため、透明度の高い暗い空での観測が求められます。

夏：天の川の主役（星雲・星団）

夏の夜空の主役は、なんといっても南の空から頭上へとアーチを描く「天の川」です。天の川に

沿って、いて座周辺の干潟星雲（M8）や三裂星雲（M20）、オメガ星雲（M17）など、明るく

ダイナミックな散光星雲が多数存在します。また、こと座のリング星雲（M57）やこぎつね座の

亜鈴状星雲（M27）など、惑星状星雲も見逃せません。

秋：お隣の銀河と星団

秋は明るい星が少ないものの、私たちに最も近い大型の渦巻銀河である「アンドロメダ銀河

（M31）」が見頃を迎えます。空の暗い場所であれば肉眼でもぼんやりとした光のシミとして見

ることができ、双眼鏡や低倍率の望遠鏡でその巨大な姿を楽しむことができます。また、さんか

く座の銀河（M33）も秋を代表する美しい天体です。

冬：圧倒的な輝きの星雲星団

空の透明度が最も高くなる冬は、明るく見応えのある天体が目白押しです。その筆頭が、オリオ

ン座の「オリオン大星雲（M42）」です。肉眼でもその存在がわかり、小口径の望遠鏡でも鳥が

羽を広げたような見事な姿を観察できます。また、おうし座の「プレアデス星団（M45・すば

る）」は、双眼鏡で覗くと青白く輝く星々が宝石箱のように美しく輝きます。
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第4章 ワンランク上の楽しみ方

太陽、月、惑星の観察

メシエ天体以外にも、太陽系内の天体は私たちに身近でダイナミックな変化を見せてくれます。

とらねこ天文台では、太陽の黒点観測なども定期的に行っています。（※太陽を観測する際は、

専用の太陽観測用フィルターが絶対に必要です。直接望遠鏡で太陽を見ると失明の危険がありま

す！）

また、彗星（ほうき星）の到来も天体観測の大きなイベントです。最近では10P/テンペル彗星

など、周期的に巡ってくる彗星や新たに発見される彗星が天文ファンの心を躍らせます。

観察や撮影が困難なメシエ天体に挑戦する

初心者を卒業し中級者へとステップアップする頃には、「観察が困難な天体」や「撮影が困難

な天体」にあえて挑戦する楽しみが生まれます。例えば、表面輝度が極端に低い銀河や、周囲の

微光星に埋もれて見えにくい星団などです。機材のセッティングを極め、画像処理の技術を磨く

ことで、これまで見えなかった宇宙の姿が浮かび上がってきた時の感動はひとしおです。

おわりに

「宇宙を見上げてみれば、きっと世界が変わります。」

天体観測は、遠く離れた何千万光年も昔の光を、自分の目で直接受け止めるという奇跡の

ような体験です。最初は上手く星を導入できなかったり、機材の扱いに戸惑うこともある

かもしれません。しかし、焦る必要はありません。晴れた夜に少しだけ外に出て、夜空の

広がりを感じるだけでも、立派な天体観測の第一歩です。とらねこ天文台のガイドが、皆

さまの豊かな天文ライフの一助となれば幸いです。
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